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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,8654 3,8821 0,43% 3,15% 3,1210 4,2146

対円 JPY 29,28 29,02 -0,89% -3,71% 35,13 26,39

対ユーロ BRL 4,3837 4,4161 0,74% 2,79% 3,8531 4,9213

対ドル JPY 113,19 112,68 -0,45% -0,66% 104,56 114,55

対ユーロ JPY 128,41 128,17 -0,19% -1,12% 124,62 137,50

Index 89.040 88.846 -0,22% 0,20% 91.242 69.069

bps 211,30 211,56 0,12% 7,90% 311,85 142,50

% 10,12 10,02 -0,99% -2,22% 12,60 9,43

% 6,41 6,41 -0,05% -0,17% 7,88 6,21

% 2,7658 2,7658 0,00% 6,74% 2,7658 1,6959

Index 183,75 181,30 -1,33% -5,18% 206,95 178,79

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、華為ＣＦＯ逮捕の報でリスク回避の動きが加速し、レアル相場も取引開始
直後からレアル売りが優勢に。３．９０台で取引が始まると、約２ヶ月ぶりのレアル安水準となる３．９４台前半
までレアル売りが進行した。米国はカナダに孟ＣＦＯの引渡しを要求していると報じられている一方、中国は
米国とカナダに対して釈放を求めている模様。米国が同盟国に対して身柄の引渡しを要請する事例は過去も
みられるが、習近平国家主席が戦略技術の自力更生を掲げている中で、その旗振り役を務めている華為創業
者の娘である同ＣＦＯが逮捕されたことの意味は大きい。今週１日に両国は貿易戦争の休戦で合意している
が、一転して両国の通商協議が難航する可能性が懸念されている。また、昨日開催されたＯＰＥＣ（石油輸出
国機構）総会において、サウジアラビアが提案する大規模な減産にロシアが難色を示したことも、昨日のレアル
売りを誘発（原油相場が下落）。サウジアラビアのファリハ石油相は記者団に対し、「平等に負担する構えが
全ての国であるわけではなく、ロシアには大幅な減産を行う準備がない」と述べている。（ブラジル国内で）特に
年金改革法案に対する不透明感が強まっている中では、外部要因を契機にレアル安が一段と進行しやすい
地合いであり、引き続き大台の４レアル乗せが視野に入る展開。本日は米国サイドで、注目の雇用統計発表を
控えている。パウエルＦＲＢ議長は昨日ワシントンで開催された講演において、「米経済は全般的に非常に
良好に推移しており、雇用創出は力強い」と発言しており、結果次第でドル買いが加速することも想定される。


